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小学生も防災

ＮＨＫの番組で、“ミッションＸ”が紹介されました。

ミッションＸは、正親小学校生のための防災オリエ

ンテーリング。学区内に設置されたポイントでミッ

ションをクリアしてゴールを目指します。

実際にまちを歩き、地域の方とふれあいながら防災

リスクについて考え、学びました。

元学区の合同チーム

東山泉小中学校に

統合された一橋・月輪・

今熊野の３学区が共同で

「地域の集合場所」プ

レートを製作されました。

デザインは地元大学生※

が作成し、住民投票によ

り決定しました。

色鮮やかな陶板が、約１

１０か所に取り付けられ

ます。

※京都女子大学
生活デザイン研究所

地域のお寺

翔鸞・仁和学区が本門佛

立本山宥清寺と「防災協

定※」を締結されました。

非常食の備蓄や災害拠点

（講堂・駐車場）の提供

などに協力いただきます。

※防災拠点としての協力に関する協定大学生も防災まちづくり

近隣の大学生が今熊野学区に

ある空き家を「まちなかラボ」

として活用する取組を始めま

した。

ＮＰＯ京都泉山・今熊野学区

自主防災会協力のもと、専門

家の指導を受けながら、学生

自ら改修作業を始めています。

令和５年度 取組紹介

民間企業も防災まちづくり

行政の抱える課題を民間企業とともに

解決する「KYOTO CITY OPEN LABO」。

防災まちづくりに関する様々な提案を

多くの企業からいただいています。

地域・企業・行政の

連携による防災まち

づくりに乞うご期待！

１６０ｍの防災訓練

粟田学区にある総延長約１６０ｍの入り組んだ

路地。その路地で、地震や火災時の避難・救助

に備え、防災訓練を実施されました。

消火訓練では近くを流れる白川から路地まで、

バケツリレーを体験、大盛り上がりでした。

避難経路の改善や日頃の備えについてアイデア

が続々と出され、あっという間に時間が過ぎ、

「普段から顔の見える関係づくり」に繋がりま

した。
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令和４年度に防災まちづくり計画を策定さ

れた醒泉学区。策定当時から念願の「地域

の集合場所」プレートを設置されました。

プレートには各町内会の避難情報を報告で

きる二次元コードを記載するなど、ＩＣＴ

の活用を考えられています。

今後は周知を徹底し、防災訓練などで避難

行動を確認されます。

※京都美術工芸大学

明日をまもるナビ
チャレンジ！BOSAIアクション

その他の防災まちづくりの

事例はこちら→
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